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広報各務原

住みよい都市づくり国際コンクール

産業・農業祭

かかみがはらっこ●発明くふう展
みんな集合●絵手紙・たんぽぽの会

クローズアップ●丹羽未紗さん、宮本歩さん
木曽川学入門●笠松湊界隈

各務原市が銀賞・世界第3位

【各務原百景～加佐美神社参道秋】

毎年秋に開催される加佐美神社の祭礼。
参道には多くの見物客があふれます。
⇒詳しくは20ページ 市美術展結果

市長からの手紙●空海の志4



住みよい都市づくり
国際コンクール 2009 各務原市が

銀賞・世界第3位！
■各務原市の都市づくりが国際的に高く評価
　最終選考会は、都市の人口規模ごとに 5 つの区分に分かれており、各務原市が属するカテゴリー C（人
口 7 万 5000 人～ 20 万人）には５カ国 11 都市が選出されました。当市のプレゼンテーションでは、森
市長自らが英語で市の取り組みやその成果、そして今後の計画などについて発表を行いました。
　プレゼンテーションでは、「景観の向上」・「文化遺産の管理」・「環境に配慮した実践」・「コミュニティー
の持続可能性」・「健康的なライフスタイル」・「将来計画の策定・実践」の 6 つの審査基準をどれだけ満た
しているかで評価され、その得点に応じて金・銀・銅の各賞と順位が決定します。そして最終選考の結果、
各務原市は銀賞・世界第３位という高い成績を収めることができました。
　当市は平成 20 年にも「日本都市計画学会賞」や「日本まちづくり大賞」を受賞しており、その都市づく
りが全国的にも評価されています。そして、今回の「住みよい都市づくり国際コンクール」での受賞により、
市の取り組みが改めて国際的に高く評価されました。
　今後も、より住みよい都市づくりを市民の皆さんと一緒に推進していきます。

詳細　都市戦略課☎０５８- ３８３- ４９５９

　コンクールで発表した「各務原市の都市づくり」

最終選考会のプレゼンテーションで発表した、各務原の都市づくりをご紹介します。

River Landscape: Kasekiko Park 自然共生都市各務原
平成 21 年 3月にオープ
ンした「河跡湖公園」。
景観の改善だけでなく、
環境の保全と生態系の向
上という自然共生型都市
への取り組みを行ってい
ます。

文化の継承と再生
各務おがせ町の「村国座」
は明治時代の歌舞伎舞
台。平成 18 年から 21
年の「平成の大修理」に
よって地域の重要な文化
財を再生、未来へと継承
していきます。

Murakuniza Theater

「夢ある都市」
各務原市は豊かな自然と、東西の 2大
拠点に基づく都市機能が調和した都市
基盤を持っています。人々が生き生き
と活動し、産業が成長を続ける元気で
美しい都市づくりを、市民の皆さんと
の協働によって実現していきます。

“City with Dream”
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住みよい都市づくり
国際コンクール 2009

住みよい都市づくり
国際コンクール2009

10 月にチェコ共和国で行われた「住みよい都市づくり国際コンクール
（The LivCom Awards：The International Awards for Liveable 
Communities 2009）」で各務原市が銀賞・世界第３位を獲得しました。

■「住みよい都市づくり国際コンクール」とは
　住みよい都市づくりや環境・景観マネージメントに焦点を当て、地方自治体間で競われる世界唯一の国際
コンクールです。国際機関である「IFPRA（国際公園レクリエーション管理行政連合）」と国連環境プログ
ラムの承認を受け、1996 年から毎年開催されています。
　コンクールは都市の生活の質を向上させる、活気ある都市づくりの促進を目的とし、また、参加すること
により海外の先進事例を学ぶことができるほか、国際的知名度を増すことができます。

■最終選考会に世界各地から36都市が選出
　コンクールは書類による一次審査と、プレゼンテーション（発表）による最終選考会により行われます。
今年のコンクールには、一次審査に世界各地から 200 以上もの都市が応募し、その中から各務原市をはじ
めオーストラリアのゴールドコースト、アラブ首長国連邦のドバイなど、14 カ国 36 都市が最終選考に進
みました。最終選考会は 10 月 8 日から 12 日までの 5 日間、チェコ共和国西部の都市プルゼニで行われ
ました。

▲（写真左）森市長によるプレゼンテーション。発表後は審査
員による質疑応答が行われ、環境への取り組みなどの質問が出
されました。（右）会場には各都市を紹介するブースが設置され、
各務原市のブースにも多くの来場者が足を止めていました。

▲

（写真左）コンクール授賞式のようす。（右）
コンクール世界第 3 位のトロフィー。表面に

「The LivCom Awards 2009」、「Third Place（第
3 位）」と記されています。
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第
41
回
市
美
術
展

芸
術
の
秋
を
彩
る
市
美
術
展
が
、
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
あ
す
か
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
・
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
書
、
写
真
の
6
部
門
に
２
５
４
点
の
応
募

が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
市
展
賞
6
点
、
優
秀
賞
15
点
、
奨
励
賞
29
点
、
入
選
１
７
１
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

AＲＴ

入
賞
者
の
皆
さ
ん（
敬
称
略
）

日
本
画
の
部　

▽
市
展
賞
＝
石
川
宣
春

（
岐
阜
市
）
▽
優
秀
賞
＝
西
村
猛
（
岐
阜

市
）、
佐
藤
保
子
（
関
市
）
▽
奨
励
賞
＝

堀
俊
子（
鵜
沼
各
務
原
町
）、浅
野
宣
子（
那

加
太
平
町
）、
山
矢
倫
子
（
緑
苑
南
）

洋
画
の
部　

▽
市
展
賞
＝
長
屋
瑠
璃
子

（
那
加
門
前
町
）
▽
優
秀
賞
＝
口
田
和
恵

（
松
が
丘
）、
坂
井
輝
男
（
蘇
原
村
雨
町
）、

三
宅
英
男
（
可
児
市
）、
澁
谷
義
光
（
鵜

沼
各
務
原
町
） 

▽
奨
励
賞
＝
村
瀬
勝
之

（
緑
苑
南
）、
北
條
久
也
（
那
加
幸
町
）、

森
泉
（
前
渡
東
町
）、
杉
浦
岳
（
那
加
前

洞
新
町
）、
松
野
禎
子
（
岐
阜
市
）、
福
島

典
子
（
鵜
沼
南
町
）、
島
谷
三
千
男
（
新

鵜
沼
台
）、
石
原
昭
（
那
加
前
洞
新
町
）

彫
刻
・
工
芸
の
部　

▽
市
展
賞
＝
安
田
松

江
（
鵜
沼
三
ツ
池
町
）
▽
優
秀
賞
＝
今
井

厚
子
（
蘇
原
栄
町
）、
平
田
隆
宏
（
丹
羽

郡
扶
桑
町
）
▽
奨
励
賞
＝
田
上
惠
造
（
小

佐
野
町
）、
原
田
重
代
（
緑
苑
西
）、
大
橋

勝
江
（
山
脇
町
）、八
谷
麻
里
子
（
岐
阜
市
）

デ
ザ
イ
ン
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
部

▽
市
展
賞
＝
足
立
髙
明
（
鵜
沼
台
）
▽
優

秀
賞
＝
水
野
蓮
（
蘇
原
寺
島
町
）
▽
奨
励

賞
＝
パ
ー
カ
ー
ア
ラ
ン
（
鵜
沼
台
）

書
の
部　

▽
市
展
賞
＝
松
原
紫
園
（
緑
苑

南
）
▽
優
秀
賞
＝
筑
間
惺
水
（
岐
阜
市
）、

水
野
孝
映
（
那
加
長
塚
町
）、
澁
谷
博
子

（
鵜
沼
各
務
原
町
） 

▽
奨
励
賞
＝
古
蔵
秀

琴（
那
加
琴
が
丘
町
）、前
田
祥
園（
東
山
）、

デザイン・イラストレー
ションの部　市展賞
「鵜沼空中歩道」
足立髙明さん
通路を堂々と構図の中心に
置き、ガラスの外に見える
風景をできる限りの細密の
描写で、全体を緊張感のあ
るものにしています。

日本画の部　市展賞
「訪れ」

石川宣春さん
主題がユニークで表現
方法にも工夫が見られ
魅力を感じました。
欲を言えば人物のバラ
ンス上、顔をもう少し
大きくすると良かった
と思います。

洋画の部　市展賞
「土管坂」
長屋瑠璃子さん
描くことに対する真摯な態度に好感が
持てます。黄土系の色彩が薄い緑や水色
の空へとつながってゆく調子が美しい。
人物の形態にも味わいがあり、手に持っ
た荷物の重さや、杖にかかる力がリア
ルに表現されて物語性を感じます。

彫刻・工芸の部　市展賞
「けし」
安田松江さん
紅いけしの花とバックの赤が華やか
さを表現しています。また、薄緑の
葉の透明感が赤の空間に調和して、
和紙の美しさを引き出しています。
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池
田
青
谿
（
松
が
丘
）、
澤
田
青
玉
（
那

加
門
前
町
）、加
藤
茂
子
（
蘇
原
瑞
雲
町
）、

長
屋
天
虹（
那
加
不
動
丘
）、實
葊
碧
舟（
鵜

沼
朝
日
町
）

写
真
の
部　

▽
市
展
賞
＝
常
川
清
（
岐
阜

市
）
▽
優
秀
賞
＝
髙
木
鐘
之
（
鵜
沼
台
）、

尾
﨑
傑
（
新
鵜
沼
台
）、太
田
勝
（
美
濃
市
）

▽
奨
励
賞
＝
杉
浦
峰
雄
（
緑
苑
北
）、
榊

原
俊
之（
松
が
丘
）、堀
部
倭
男（
岐
阜
市
）、

野
田
千
代
子
（
松
が
丘
）、石
田
節
子
（
須

衛
町
）、
清
ア
キ
ラ
（
那
加
住
吉
町
）

詳
細　

観
光
文
化
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

１
０
４
２

写真の部　市展賞
「フィナーレ」
常川清さん
火祭りが最高に盛りあ
がった瞬間でしょう
か、それぞれの人物の
動きに躍動感と迫力が
あり見事なシャッター
チャンスと画面構成で
まとめた、素晴らしい
作品です。

書の部　市展賞
「ふく風の」
松原紫園さん

大胆に余白を生かし、
濃墨で潤渇の変化も美
しく、行間の絡みも融
合された作品です。

※各作品の解説は各部門の審査員による講評です

森　真 ～宗教環境都市～
空海の志4

　

高
野
町
は
山
の
中
、
面
積
１
３
７

㎢
、
人
口
約
４
０
０
０
人
、
内
15
㎢

の
小
盆
地
に
そ
の
７
割
が
居
住
、そ
こ

が
金こ

ん
ご
う
ぶ
じ

剛
峯
寺
を
中
心
と
す
る
寺
ま
ち

で
あ
り
中
心
市
街
地
で
す
。
３
割
の

人
々
は
山
の
中
の
小
空
間
に
数
人
か

ら
数
十
人
の
単
位
で
住
ん
で
い
ま
す
。

　

後
藤
町
長
は
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
宗
教
環
境
都
市
と
し
、
前

近
代
の
仕
組
み
を
生
か
す
ま
ち
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

一
、
価
値
あ
る
前
近
代
の
ル
ー
ル
、

つ
ま
り
、家
族
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

き
ず
な
・
街
並
み
を
形
成
す
る
商
店

の
配
達
の
伝
統
を
未
来
に
継
承
す
る
。

一
、
職
人
が
多
く
親
の
仕
事
を
継
承
。

一
、
農
林
業
、
高
野
杉
等
ブ
ラ
ン
ド
化
。

一
、マ
イ
カ
ー
の
市
街
地
抑
制
。民
間

バ
ス
が
朝
か
ら
晩
ま
で
運
行
し
て
い
る
。

一
、
町
内
ご
と
に
残
っ
て
い
る
宗
教

民
俗
を
継
承
す
る
。

一
、
中
心
市
街
地
を
広
げ
な
い
。緑
の

中
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
等
で
す
。

　

郊
外
に
点
在
す
る
小
規
模
集
落
は

高
齢
者
が
多
い
。住
み
な
れ
た
土
地
、

愛
着
が
あ
る
。福
祉
施
設
に
は
入
ろ
う

と
し
な
い
。週
一
度
、村
中
集
ま
る
昔

か
ら
の
寄
り
合
い
、
お
祭
り
等
が
あ

る
と
い
う
小
規
模
集
落
の
連
鎖
で
す
。

　

そ
こ
で
町
は
ム
ラ
お
こ
し
の
た
め

全
国
公
募
で
集
落
支
援
員
６
名
募
集
。

３
年
間
集
落
に
住
ん
で
一
緒
に
ム
ラ

お
こ
し
を
考
え
る
事
業
を
実
施
。大

都
会
か
ら
意
欲
的
な
若
者
が
応
募

し
、現
在
進
行
中
で
す
。

　

こ
の
国
は
世
界
が
う
ら
や
む
素
晴

ら
し
い
文
明
を
も
っ
て
い
ま
す
。
美

し
く
清
潔
な
国
。
家
族
愛
や
地
域
の

き
ず
な
、
親
切
と
や
さ
し
さ
の
国
、

伝
統
と
固
有
の
文
化
の
堅
持
。
深
い

宗
教
心
を
も
っ
た
国
民
性
な
ど
で

す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ト
イ
ン
ビ
ー
や

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
な
ど
世
界
の
歴
史
家

は
日
本
を
世
界
の
７
大
文
明
の
ひ
と

つ
に
あ
げ
て
い
る
の
で
す
。

　

高
野
町
の
価
値
あ
る
計
画
。
私
は

「
成
功
し
ま
す
よ
。
そ
う
思
い
ま
す
」

と
申
し
上
げ
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
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　少人数のグループで、分かりや
すく指導します。受講者に総合体
育館や市民プールのトレーニン
グルームが利用できる「講習会受
講証」を発行します。
日程　11月11日(水)、18日(水)△

総合体育館＝ 9:30 ～ 12:00△

市民プール＝ 13:30 ～ 16:00
定員　各５人（申込順）
対象　市内在住の 60 歳以上の方
費用　250 円
備考　

△

一般利用者の利用時間
帯に開催

△

1 回で終了
申込と詳細　11 月 2 日～高齢
福祉課☎ 058-383-1779

シニア専用
トレーニング講習会

11 月 11 日～ 17 日は「税を考える週間」です
　税金は健康で豊かな生活のために必要なもので
す。この機会に「税」について考えてみませんか。
　税務署では来年の確定申告に向け、ｅ-Ｔａｘ（イー
タックス）を利用した申告手続の説明会などを企画

して行く予定です。ｅ-Ｔａｘで申告してみませんか。
備考　国税庁ホームページ「税を考える週間」特集
ページ http://www.nta.go.jp
詳細　岐阜南税務署☎ 058-271-7111　

番号 教室名 曜日 時間 対象 定員 抽選日時
1 成人 月

10:30 ～ 11:30 成人の男女
30 人

12

月

６

日

（日）

9:10
2

ヘルシー
水 30 人 9:20

3 金 30 人 9:30

4 親子 土 10:30 ～ 11:30 幼児と保護者
※備考参照  

25 組
50 人 9:40

5

幼児

月

16:00 ～ 17:00
平成15年4月2日～
平成18年4月1日に
生まれた方
※備考参照

30 人 9:50
6 火 30 人 10:05
7 水 30 人 10:20
8 金 30 人 10:35
9 土 14:30 ～ 15:30 30 人 10:50
10

ミックス

月

17:00 ～ 18:00 幼児 ( 年中・年長向
き ) ～小学生（低学
年向き）
※備考参照

35 人 11:05
11 火 35 人 11:30
12 水 35 人 13:00
13 金 35 人 13:25
14 土 15:30 ～ 16:30 35 人 13:50
15 土 16:30 ～ 17:30 35 人 14:15
16

小学生

月

18:00 ～ 19:00 小学 1 ～ 6 年生
※備考参照

35 人 14:40
17 火 35 人 15:05
18 水 35 人 15:30
19 金 35 人 15:55
20 土 17:30 ～ 18:30 35 人 16:20
21 マスターズ 火 10:30 ～ 11:30 成人の男女 20 人 16:50
22  アクア

　ビクス
火 13:00 ～ 14:00

女性
35 人

17:00
23 土 19:00 ～ 20:00 35 人

　幼児から成人までを対象に水
泳教室を開催します。
受講期間　平成 22 年 1 月 18
日～ 3 月 29 日（各教室 9 回）
日程　下表のとおり
費用　親子教室は 6300 円、そ
の他 6000 円（傷害保険料含む）
申込　市民プール、市役所総合
案内、市民サービスセンター、
総合体育館、スポーツ課、ライ
フデザインセンター、川島振興
事務所にある申込書（市ウェブ
サイトからもダウンロード可）

を記入し、11 月 1 日～ 11 月
30 日にいずれかの窓口または
〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-
300、市民プールに郵送または

058-370-6507 へ（ 要 送 付
確認）
備考　 ▽費用は抽選後、当日納
入（傷害保険料を含む） ▽受講料
の返金不可 ▽ 親子教室は年少
(3 歳児 ) までのオムツのとれた
幼児と保護者が対象 ▽小学生・
幼児・ミックス教室は、保護者
が申込 ▽抽選日は印鑑・受講料
を持参し抽選 10 分前までに来
場 ▽教室の途中変更不可 ▽妊婦
の申込不可 ▽教室前後の遊泳無
料ただし幼児は保護者同伴 ▽定
員に満たない教室は追加募集有
詳細　市民プール☎ 058-370-
6506

←

←

　電子楽器テルミンとオンデマ
ルトノの演奏会を開催し、中国
茶のティータイムを通じて、国
際的な文化理解を深めます。
日時　11 月 25 日（水）13:00 ～
15:00
場所　那加福祉センター (那加
雲雀町 15)
定員　50 人（抽選）
費用　1000 円（各務原国際協
会会員は 500 円）
申込と詳細　11月15日（必着）
までに「郵便番号、住所、氏名

（ふりがな )、電話番号、各務原
国際協会の会員かどうか」を明
記し、「電子音楽茶会希望」と
記入の上 ▽メールの方は kia@
city.kakamigahara.gifu.jp ▽往
復はがきの方は返信先を記入の
うえ〒 504-8555 那加桜町 1-69、
市役所観光文化課内国際協会事
務局☎ 058-383-1426

電子楽器演奏と
中国茶会

第 5 期水泳教室
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日時　11月15日（日）、16日(月)
18:30～ 20:45(受付18:00～)
場所　陵南福祉センター集会室
(鵜沼朝日町 2)
費用　1500 円
申込と詳細　電話またはファク
スで各務原モラロジー事務所・
大野☎ 058-382-6985

モラロジー生涯学習セミナー
「心がつくる人生」

　栽培農家の方からお借りした
土地での収穫体験です。にんじん
は 5本まで持ち帰りできます。
日時　11 月 23 日（月・祝）　
10:00 ～ 12:00( 小雨決行 )
場所　鵜沼真名越町 1
定員　30人（申込順）
費用　300円 (にんじんジュー
スつき )
備考　

△

汚れてもよい服装・靴
で参加

△

駐車場は JAぎふ鵜沼
支店を利用してください
申込　11 月 1 日～受け付けま
すので「参加者全員の住所、氏
名 ( ふりがな )、電話番号」を
明記し、

△

メールの方はsyogai
gakusyu@canvas.ocn.ne.jp

△

は
がきの方は〒50
4-8555 那加桜
町1-69、ライフ
デザイン課
詳細　体験会事
務局・水野☎05
8-370-0117

にんじん掘り体験会

名鉄鵜沼宿駅

JR高山本線

にんじん畑

にんじん通り
鵜
一
小

にんじん畑周辺図

P

日時　11月28日（土）　13:30～
16:30
場所　県民ふれあい会館 401
会議室（岐阜市薮田）
対象　母子家庭の母（離婚前の
方を含む）
定員　30人（申込順）
内容　子どもの養育費について
備考　託児あり
申込と詳細　11 月 18 日まで
に県母子家庭等就業自立支援セ
ンター☎ 058-268-2569

養育費講習会

　クリスマスケーキ作りなどを
楽しみます。
日時　12月19日（土）　14:00～
20日（日）11:30
場所　少年自然の家（鵜沼小伊
木町 4）
対象　小中学校児童のいる母子
家庭世帯
費用　大人 1500 円、子ども
800 円（宿泊しない場合は大
人 800円、子ども 500円）
申込と詳細　11月 11日までに
子育て支援課☎058-383-1131

母子寡婦福祉会
クリスマス会

各務原キムチ漬け
講習会

日時　① 11月27日（金）10:00　～
12:00 ② 12月 9日(水)　10:00～
12:00
場所　西ライフデザインセンター
調理室(産業文化センター4階)
定員　各 30人（抽選）
内容　白菜キムチの漬け方
費用　1000 円
申込と詳細　11月 17日（必着）
までに「参加者の住所、氏名、
電話番号、希望日」を明記し、△

メールの方は tourism@city.
kakamigahara.gifu.jp

△

往復
はがきの方は返信先を記入し、
〒504-8555那加桜町1-69、市
役所観光文化課内キムチ日本一
の都市研究会事務局☎058-383-
9925

日時　11月4日（水）　12:30～
16:00(受付12:00～)
場所　岐阜市文化センター (岐
阜市金町 5)
対象　平成 22 年 3 月高校、大
学、短大卒業予定者
参加企業　約 100社
詳細　岐阜労働局☎ 058-263-
5519

新規学校卒業者
合同企業説明会

　県司法書士会岐阜支部会員が
無料で登記・法律相談を行います。
日時　11月13日（金）　12:00～
11月14日（土）　12:00(24時間)
相談電話　☎ 058-248-8472
詳細　県司法書士会事務局☎05
8-246-1568

無料電話法律相談会

期日　平成 22年 1月 10日（日）
場所　市民会館（蘇原中央町 2）
対象　平成元年 4 月 2 日～ 2
年 4月 1日生まれの方
那加・桜丘・鵜沼・緑陽の各中
学校区の方　 ▽受付＝ 9:00 ～
9:30 ▽式典＝ 9:45 ～ 10:45
稲羽・川島・蘇原・中央の各中
学校区の方　 ▽受付＝10:45～
11:15 ▽式典＝11:30～ 12:30
備考　 ▽ 12 月上旬に案内状発
送予定 ▽市外在住で出席希望の
方は、事前にご連絡ください
詳細　青少年教育課☎ 058-38
3-1484

平成 22 年成人式

    各務原市役所代表☎ 058-383-1111　ウェブサイト　　http://www.city.kakamigahara.lg.jp
              　　　　　　　　　　　　　　携帯ウェブサイト http://mobile.city.kakamigahara.gifu.jp
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国民年金保険料の
控除申告をする方へ

　国民年金保険料は、全額が社
会保険料控除の対象です。年末
調整や確定申告で国民年金保険
料を申告する場合は「社会保険
料（国民年金保険料）控除証明
書」の添付が必要です。
　「社会保険料（国民年金保険
料）控除証明書」は、11 月上
旬に社会保険庁から送付されま
すので、申告の際まで大切に保
管してください。
備考　控除証明書専用ダイヤル
☎ 0570-070-117 を開設 (11
月 2 日～平成 22 年 3月 13 日
の平日 8:30 ～ 17:15、第 2土
曜日 9:30 ～ 16:00)、IP電話・
PHSは☎ 03-6700-1130
詳細　岐阜南社会保険事務所☎
058-273-6161

　ごみを野外で燃やすことは、
廃棄物処理法で禁止されていま
す。例外に、農林業などを営む
上で発生する刈草や下枝の焼却
などがあります。
　しかし、野外焼却の際に発生
する臭いや煙により「洗濯物が
干せない」「窓も開けられない」
との苦情も多く寄せられていま
す。やむを得ず燃やされる場合
は、十分配慮してください。ま
た、苦情が出た際は、速やかに
やめるようお願いします。
詳細　環境政策室☎ 058-383-
4230

禁止しています
野外焼却 ( 野焼き )

●「消えるまで
　ゆっくり火の元 にらめっ子」
　空気が乾燥し火災が起きや
すい季節になりました。11月9
日から1週間、全国火災予防運動
を展開します。それぞれの持ち
場で火の用心に努めましょう。
　今年に入ってから、市の火災
件数は 34 件 (9 月 30 日現在 )
で、火災の種別は、建物火災
12 件、車両火災 6件、林野火
災2件、その他火災14件となっ
ています。主な原因はたばこ 6
件、火遊び 4件、こんろ 4件、
放火・放火の疑いが 4件です。
　放火・放火の疑いが原因の火
災が増えています。地域ぐるみ
で放火対策をしましよう。
●放火されないために△

家の周囲に燃えるものを置か
ない

△

夜間、建物の周囲や駐車
場を明るくし、死角をつくらな
い

△

ポストに郵便物をためない△

車両などのカバーは防炎製品
を使用する
詳細　消防本部予防課☎ 058-
382-3137

11 月 9 日～ 15 日
秋季全国火災予防運動

　国民年金、厚生年金、共済組
合などから支給される老齢年金
や退職年金は、所得税法上「雑
所得」として扱われ、課税対象
となります（障害・遺族年金は
非課税）。所得税の各種控除を
受けるには、扶養親族等申告書
の提出が必要です。
　社会保険庁では、毎年 11月
上旬に「公的年金等の受給者の
扶養親族等申告書」を送付して
います。はがきが届きましたら、
必要事項を記入し期限までに提
出してください。前年の申告内
容に変更のない方も提出が必要
です。なお、所得が年金のみの
方の場合、所得税の課税対象者
は、65 歳未満で年金額が 108
万円以上の方、65 歳以上で年
金額が 158 万円以上の方です。
これに満たない方には、はがき
は送付されません。
詳細　岐阜南社会保険事務所☎
058-273-6161

年金受給者の方は、扶養
親族等申告書の提出を

　国民年金第３号被保険者（会
社員や公務員に扶養される配偶
者）期間と重複する厚生年金な
どの加入期間が裁定後に判明し
た場合の取扱いが変わりました。
　老齢年金を受け始めてから、
第３号被保険者期間と重複する
厚生年金などの加入期間が新た
に判明した場合には、会社など
を退職した後の第３号被保険者
期間が引き続き年金額に反映さ
れる期間（保険料納付済期間）と
して取り扱われ、過去の年金額
が減額とならなくなりました。
備考　社会保険事務所に申出書
などの提出が必要です。
詳細　岐阜南社会保険事務所☎
058-273-6161

年金のお知らせ

　夫やパートナーからの暴力、
職場でのセクシュアルハラスメ
ント、ストーカー行為など、女
性をめぐる人権相談に県内の人
権擁護委員（主に女性）が電話
で応じます。相談は無料で、秘
密は厳守しますので、気軽にご
利用ください。
相談日時　11月15日～21日△

平日＝ 8:30 ～ 19:00

△

土・
日曜日＝ 10:00 ～ 17:00
電話番号　女性の人権ホットラ
イン☎ 0570-070-810
詳細　岐阜地方法務局☎058-24
5-3181

全国一斉「女性の人
権ホットライン」

　家族や地域の絆を大切にし
て、未来を担う子どもたちを
みんなの手で守り育てましょう。
詳細　青少年教育課☎ 058-38
3-1484　

11 月は全国青少年
健全育成強調月間

広報かかみがはら 2009.11.1� �



　最優秀賞は次の皆さんです
（敬称略）。
小学校の部　

△

低学年＝中島佳
子 ( 稲東小 1)、松岡梨乃 ( 蘇
一小 1)、小野木涼太 ( 蘇二小
1)、後藤優歩 ( 鵜二小 2)、幸
田朱加(蘇一小2)、市野伶菜(蘇
二小 2)、吉岡英恵 ( 同 )

△

中
学年＝脇田純 ( 川島小 3)、近
藤幹也 ( 八木山小 3)、坂井雄
祐 ( 蘇一小 3)、矢久保俊輝 ( 蘇
二小3)、藤原悠真(那加二小4)、
尾崎毬亜 ( 鵜二小 4)、山下博
香 ( 中央小 4)

△

高学年＝井戸
すずか ( 那加一小 5)、矢久保
裕紀 ( 蘇二小 5)、五島伶 ( 同 )、
小島実(稲東小6)、井藤龍聖(川
島小 6)、山田怜奈 ( 陵南小 6)、
桂川美咲 ( 蘇一小 6)
中学校の部　片桐佑季 ( 桜丘中
1)、澤村弥生 ( 緑陽中 1)、福
田悠也(緑陽中1)、安積未起(蘇
原中 2)、左髙侑奈 ( 桜丘中 3)、
伊藤有彩 ( 稲羽中 3)、角井文
哉 ( 中央中 3)
詳細　学校教育課☎ 058-383-
1118

おめでとうございます
読書感想文コンクール

　市内の事業所から排出される
一般廃棄物の資源化、減量化お
よび環境配慮の促進に積極的に
取り組んでいる事業所を「各務
原市環境行動優良事業所」とし
て認定しています。
　認定された事業所には認定証
とステッカーを交付し、その取
り組み内容を市ウェブサイトや
広報紙などで広く周知して活動
を支援します。
申込と詳細　環境政策室にある
申請書を記入し、11 月 2 日～
平成22年２月26日(必着)に、
環境政策室☎ 058-383-4230

（申請書は市ウェブサイトから
もダウンロードできます）

募集します
環境行動優良事業所

期日　11 月 4 日～ 16 日
場所　イオン各務原店 1 階市
政情報コーナー付近
内容　那加第三小学校 6 年生
の作品
詳細　消防本部予防課☎ 058-
382-3137

少年防火クラブ
火災予防ポスター展

●チビッコわくわく広場

★学生ボランティアと遊ぼう
　( 大学生のお兄さん、お姉
　さんがいっしょに遊んでく
　れるよ )

★おたのしみコーナー（万華
　鏡先着 100 人や牛乳パックで手づくりおも
　ちゃを作って遊びましょう）

★落ち葉でしおり作り（先着 200 人）
詳細　子育て支援課☎ 058-383-1555
●第 7 回秋祭りフェスティバル
　宝探し、ミニ SL、バルーンアート作り、ちびっ
子消防車の乗車体験など楽しいイベントがいっ
ぱいです。
日時　11月15 日（日）　10:00～15:00
場所　県営各務原公園（鵜沼大安寺町 1）
詳細　県各務原公園事務所☎ 058-370-0202

日時　11月15 日（日）　10:00～15:00( 雨天決行 )
場所　各務野自然遺産の森（各務字車洞）
アクセス　駐車場は限りがありますので、臨時駐
車場（各務小学校・八木山小学校）をご利用くだ
さい。シャトルバスを随時運行します。（9:30 ～）
●もみじまつり

★秋の味覚三昧（きのこごはん・焼きいもなど、
　有料、売り切れ次第終了）

★お茶会（200 円・先着 200 人）

★芋煮汁ふるまい（11:00 ～ 先着 200 人）

★フォトコンテスト ( ミスかかみがはら来場 )

★オリエンテーリング（自然遺産の森を散策しな
　がらのクイズ）
詳細　水と緑推進課☎ 058-383-1533

同時開催
だよ

もみじまつり
チビッコわくわく広場

　受賞したのは次の皆さん ( 敬
称略 )。
【最優秀賞】
鳥居大嵩（鵜一小 2)、坂井雄
祐 ( 蘇一小 3)、杉山翔也 ( 稲西
小 4)、奥村早希 ( 同 5)、坂井
彩華 ( 蘇一小 5)、鳥居志帆 ( 鵜
一小 5)、金子詩穂 ( 稲東小 5)、
亀谷涼太 ( 蘇二小 6)、野田朱莉
( 川島中 2)、関裕歩 ( 緑陽中 3)
【優秀賞】
日置飛翔 ( 那加一小 1)、河田卓
磨 ( 稲西小 1)、森﨑祐太 ( 那加
二小 2)、川中望礼 ( 鵜三小 2)、
山田純一郎 ( 八木山小 2)、和田
佳樹 ( 蘇二小 2)、小林和眞 ( 八
木山小 3)、中谷はるか ( 陵南小
3)、清水琴響 ( 蘇一小 3)、中村
有喜(那加二小4)、柳瀬堅司(那
加三小 4)、山下博香 ( 中央小 4)、
木村早紀 ( 那加一小 5)、小嶋千
晶 ( 那加三小 5)、島田英里 ( 鵜
一小 5)、青井凱飛 ( 川島小 6)、
桂川美咲 ( 蘇一小 6)、藤井智之
( 中央中 1)
詳細　学校教育課☎ 058-383-
1118

おめでとうございます
小中学校科学作品展
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11 月 7 日（土） 10:00～16:00
　　 8 日（日）   9:00～15:30

２００９ かかみがはら

産業・農業祭
　市内の農産物や工業製品、商業者が取り扱う商品などを一同に展示・販売し、市の産業をご紹
介するイベント「産業・農業祭」を開催します。街角コンサートのほか、毎年おなじみの即売会
やイベントが盛りだくさん！ぜひご来場ください。

音楽の街かかみがはらの PR

● 街角コンサート（7 日・8 日）
　７日　12:00 ～ 14:00
　　ザ・ハーフタイム、各務原市民合唱団、　　　
　　ブルーベレーズ、freedom's　　　
　８日　10:30 ～ 14:00
　　かかみがはらウインドオーケストラ、
　　那加二マーガレット、
　　ハーモニーパレット、
　　FOX POT SWING 
　　ALL STARS、胡博会、
　　Gifu de Djembé、
　　各務原市民吹奏楽団

各務原キムチと
各務野やさいのＰＲ

● 各務原キムチ鍋の販売（8 日のみ）
９月に秋田県横手市で開催
された B 級グルメの祭典

「B-1 グランプリ」に出店、
みごとに入賞した「各務原
キムチ鍋」を販売します。

● 各務野やさいの販売（7 日・8 日）
市内の農場で育てられた、各務原キムチ作りに適
した白菜、大根などの野菜を販売します。

楽しいイベント盛りだくさん

※記載のないものは 7 日・8 日の両日開催
● 市内産業広場

市内の工業製品や飲食物・商品・農産物などを、
市価よりお値打ちに販売。

● ＪＡの広場
朝から大行列。大根や人参な
ど野菜の直売と、農産物の品
評会や即売会を開催します。
綿菓子・ポップコーンのチャリティーバザーも。

● ふるさと特産品の広場
友好都市「敦賀市」の海産物をはじめ、お茶・地ビー
ル・漬け物など各地を代表する生産品を販売。　

● 韓国ふれあい広場
韓国の海

の り

苔・キムチなどの紹介と販売。
● 豪華景品も当たる大抽選会（８日のみ）

旅行券・お米・各務原キムチなどが当たります。
抽選券は 14:20 ～配布、14:30 ～発表。

● 木工教室
気軽にペンダント・キーボックスなどを作って、
木と共に過ごしてみませんか。

● 竹細工教室
懐かしい竹笛や一輪差しなどを作りましょう。

● 発明くふう展入選作品の展示
県・市の発明くふう展で入選した作品を展示。

● 大道芸の実演
プロのパフォーマーによるジャグリングなど ▽ 7
日＝トントさん ▽ 8 日＝ココロさん

● ちびっこ映画

▽ 7 日（土）＝「カンフーパンダ」① 10:30 ～②
13:30 ～ ▽ 8 日（日）＝「マダカスカル 2」11:00 ～
場所／旧ＪＡぎふ各務原中央支店 3 階

 会 場
旧ＪＡぎふ各務原中央支店・
中央中学校周辺（各務西町4）

備考　 ▽ 駐車場が混雑しますので、ふれあいバスなど
公共交通機関をご利用ください ▽ 内容は変更になる場
合があります
詳細　産業祭実行委員会事務局（商工会議所内）
☎ 058-382-7101 ※当日は☎ 058-389-7784
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11 月の市税休日・夜間
納税相談

　市では休日と夜間に市税の納
税相談窓口を設けています。
休日相談日時＝11月15日（日）
9:00 ～ 17:00
夜間相談日時＝11月10日(火)、
11日(水)、27日(金)、30日（月）、
17:15 ～ 20:00
場所　市役所本庁１階税務課
備考　本庁舎北側地下入口から
お入りください
詳細　税務課☎058-383-4773

市有地の売り払い

　一般競争入札で 4物件を売却
します。

【1 号物件】　

△

所在地番＝鵜沼
各務原町 8 丁目 7 番 4

△

用途
地域＝市街化区域 ( 第一種住
居地域 )

△

地目・地積＝宅地
1798.80 ㎡（測量中）

△

入札最
低価格＝ 5万 7330 円 / ㎡

【2 号物件】

△

所在地番＝蘇原
東島町 3 丁目 120 番 1、、120
番 3

△

用途地域＝市街化区域 (
第一種住居地域 )

△
地目・地積＝

雑種地 193.18 ㎡

△

入札最低価
格＝ 574万 4013 円

【3 号物件】　

△

所在地番＝蘇原
持田町 5丁目 17 番 1

△

用途地
域＝市街化区域 (第一種中高層
住居専用地域 )

△

地目・地積＝
宅地 3138.24 ㎡

△

入札最低価
格＝ 7363 万 2525 円

【4 号物件】　所在地番＝須衛字
稲田 2259 番 3

△

用途地域＝
市街化調整区域

△

地目・地積＝
山林・946 ㎡

△

入札最低価格＝
194万 4030 円

【共通事項】
受付日時　11月2日～ 30日の
9:00～17:00(土日祝日は除く)
受付場所　契約管財課
開札日時　12月1日(火)　10:00～
開札場所　市役所 4階会議室
備考　 ▽申込書・資料などは契
約管財課で交付 ▽詳細は市ウェ
ブサイトにも掲載
詳細　契約管財課☎ 058-383-
1467

　市と県税事務所では、市税な
どの滞納金に充てるため、差し
押さえた不動産の公売を実施し
ます。

【売却区分番号各 1】　

△

所在地
番＝那加御屋敷町 122 番

△

地
目・地積＝田 353 ㎡

△

最低公
売価格 ( 公売保証金 ) ＝ 140
万円（15万円）

【売却区分番号各 2】　

△

所在地
番＝鵜沼宝積寺町 5丁目 79番
1

△

地目・地積＝畑 182 ㎡

△

最低公売価格 (公売保証金 )＝
580 万円（60万円）

【売却区分番号各 3】　

△

所在地
番＝川島松原町河田島東 454
番 1

△

地目・地積＝畑 204 ㎡△

最低公売価格 ( 公売保証金 )
＝ 418 万円（42万円）

【売却区分番号各 4】　

△

所在地
番＝各務おがせ町 7丁目 174
番

△

地目・地積＝宅地 374.71
㎡

△

最低公売価格 ( 公売保証
金 )＝ 430 万円（43万円）
備考　表示は登記簿によります

【共通事項】
日時　11月30日(月)　10:00～
10:20
場所　産業文化センター 6 階
第 5会議室 (那加桜町 2)
備考　

△

滞納市税完納などによ
り、公売が中止される場合があ
ります

△

公売財産の表示が「田」
「畑」の場合には、入札への参加
にあたり、市農業委員会が発行
する「買受適格証明書」（農地
を買受できる資格があることの
証明）の提出か呈示が必要です。
証明書の発行は、農業委員会の
審査が必要ですので、入札に参
加する場合は農政課内農業委員
会事務局に証明願を提出してく
ださい

△

各種様式などを市ウェ
ブサイトにも掲載しています
詳細　税務課☎058-383-4773

差押不動産の公売

年末調整・青色申告
決算説明会

期日　11月 13日（金）
場所　文化ホール（蘇原中央町２）
内容　源泉所得税の年末調整の
仕方、青色申告の決算など

【年末調整説明会】
時間　10:00 ～ 12:00
対象　所得税の源泉徴収義務者
（法人・官公庁・個人の白色申
告の方）

【青色申告決算説明会】
時間　13:00 ～ 15:00
対象　個人の青色申告の方
備考　税務署から資料の届いて
いる方は、当日ご持参ください
詳細　岐阜南税務署☎ 058-27
1-7111

　1人でも労働者を雇用する事業
主は必ず労働保険に加入しなけれ
ばなりません。未加入の事業主は
すぐに手続きをしてください。
詳細　岐阜労働局☎ 058-245-
8115

11 月は
労働保険適用促進月間

　家屋を取り壊したら、税務課
窓口にある家屋滅失申請書を提
出してください。
対象　平成 21 年 12 月末まで
に家屋を取り壊した方
詳細　税務課☎058-383-4840

家屋を取り壊したら
申請を

今月の納税 11 月 30 日（月）まで

国民健康保険料     6 期
介護保険料　　11 月分
後期高齢者医療保険料　　5 期

納付は便利な口座振替で
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→

市内在住の方対象
各種健康診査

【胃がん検診】
　希望する市内指定医療機関で
予約が必要。検診は午前中です。
対象　40 歳以上で、１年以内
に胃の手術を受けていない方
費用　1500 円
検査項目　問診、胃部エックス
線検査
【大腸がん検診】　
対象　40歳以上の方
費用　1000 円
検査項目　問診、診察、便潜血
検査
【子宮がん検診】　
対象　20歳以上の女性
費用　▷子宮頸部がん検診＝
1000 円▷子宮頸部がん検診＋
体部がん検診＝ 1500 円
検査項目　▷全員＝子宮頸部が
ん検診（問診、視診、内診、細
胞診）▷医師が必要と認めた方
＝子宮体部がん検診
【前立腺がん検診】
対象　50 歳以上の男性。ただ
し前年度受診結果の PSA値が
1.0ng/ml 未満の方は、3年ごと
の受診
費用　1000 円
検査項目　問診、診察、血液検
査（PSA）
【歯周疾患検診】　
対象　昭和13・23・33・43年
生まれの方
費用　300円
検査項目　問診、口腔内診査
【共通事項】
受診期間　11月 30日まで
受診方法　健康手帳（お持ちの
方は必ず）と保険証を持参し、
市内指定医療機関の窓口へ
備考　

△

生活保護世帯の方は費
用無料(要申請手続)です

△

詳細
は 9月 1日号をご覧ください
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1115

詳細　健康管理課☎ 058-383-
7570

期日 受付時間 場所
12月2日
（水）

9:30～12:00
13:00～16:00

イオン㈱
各務原店

12月7日
（月）

9:30～12:00
13:00～16:00

市役所正面玄関前
（定期街頭）

12月11日
（金）

9:30～11:30
12:30～17:00

東海学院大学
短期大学部

12月25日
（金）

10:00～12:00
13:30～16:00

マックスバリュ
各務原店

12月27日
（日）

9:30～12:00
13:30～16:00

イトーヨーカドー
各務原店

【季節性インフルエンザ】
　市内在住で、接種時 65歳以
上の方を対象 (60 歳から対象
になる場合もあり )に、市内医
療機関で実施中。詳細は 10月
1日号広報紙をご覧ください。
【麻しん風しん ( 第 3・4 期 )、
ジフテリア・破傷風 (2期 )】
　接種期間は 10 月 31 日まで
でしたが、未接種の方で接種希
望の方は、ご連絡ください。
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

予防接種のお知らせ

期日 場所 対象出生児
12月11日
（金） 総合福祉

会館

平成18年
11月 1日～14日

12月14日
（月）

平成18年
11月15日～30日

12月15日
（火）

あさひ
子ども館 平成 18年 11月

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▷歯みがきをしてお出か
けください（歯の汚れの検査あ
り）▷当日、幼児フッ素塗布受
診票を発行（1人 1回分、無料）
【3歳児健康診査】

【4か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談
【11か月児健康診査】

期日 場所 対象出生児

12月 21日（月）総合福祉会館 平成 21年
1月12月22日（火）あさひ子ども館

内容　医師の診察、身体計測、
歯科･栄養･育児などの保健相談
【1歳 6か月児健康診査】

期日 場所 対象出生児
12月1日
（火） 総合

福祉会館

平成21年
7月1日～16日

12月2日
（水）

平成21年
7月17日～31日

12月3日
（木）

あさひ
子ども館 平成 21年 7月

期日 場所 対象出生児
12月7日
（月） 総合福祉

会館

平成20年
5月 1日～15日

12月8日
（火）

平成20年
5月 16日～31日

12月9日
（水）

あさひ
子ども館 平成 20年 5月

12 月の
乳幼児健康診査

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、身体計測、個別相談
備考　11月中旬に郵送する目と
耳に関するアンケート用紙と尿
を入れる容器をご持参ください
【共通事項】
受付時間　13:00 ～ 13:30
対象地区　

△

総合福祉会館＝那
加地区、川島地区、蘇原地区、
稲羽西小校区

△

あさひ子ども館
＝鵜沼地区、稲羽東小校区

備考　▷指定日に受診できない
場合、他会場で受診可▷前月ま
での対象児で受診していない方
は、今回受診可▷所要時間は 2
時間程度▷総合福祉会館で行わ
れる健診などの時間が 2時間
を超えた方のみ、母子健康手帳
と駐車券を確認のうえ駐車補助
券を発行。駐車場入口で受け取
られた駐車券を、健康管理課へ
持参品　母子健康手帳、母子健
康手帳別冊「あすか」の問診票
（記入してお持ちください）
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

→

12 月の「愛の献血」

急病だ！そんなときはお電話を

救急医療情報センター
☎058-382-3799
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【Pro/ENGINEER 基礎】
期日　11月9日～11日（3日間）
費用　5 万 1000 円（県内）

【CATIA V5 アセンブリデザイン】
期日　11月11日～12日（2日間）
費用　3 万 4000 円（県内）

【Solid Works 基礎】
期日　11月25日～26日（2日間）
費用　2 万 8000 円（県内）

【共通事項】
備考　市の補助制度があります
申込と詳細　ＶＲテクノセンター
☎ 058-379-6370

テクノプラザＣＡＤ研修
在職者向け研修

　雇用情勢や定年後の職業生活
に必要な情報提供を行います。
日時　12月2日(水)　13:30～
16:00　
場所　産業文化センター 2 階
第 4 会議室（那加桜町 2）
内容　「あなたの耀きし人生に
自ら再挑戦しませんか」北村章・
セカンドキャリアサポーター
対象　45 歳以上の方、企業の
人事・労務担当の方
定員　40 人（申込順）
申込と詳細　電話、はがき、ファ
クスで「住所、事業所または個
人名、役職、生年月日、電話・ファ
クス番号、現況（在職中・離職
中・雇用保険受給中）」を記入
し、〒 500-8856 岐阜市橋本
町 2-20 濃飛ビル 5 階 (社) 岐
阜県雇用支援協会☎ 058-252-
2323、 058-252-2325 

職業生活設計セミナー

潜在看護師さんのための
職場復帰セミナー

日時　12月3日(木)、4日(金)
9:00 ～ 15:00（2 日間）
場所　東海中央病院 ( 蘇原東島
町 4)
内容　最近の看護動向、感染防
止、病棟実習、AED の演習など
対象　看護師・准看護師
定員　6 人 ( 申込順 )
備考　

△

託児要相談

△

実習あり
（要シューズなど）
申込と詳細　東海中央病院看護
部☎ 058-382-3101

　高校生がアシスタントについ
て、操作のお手伝いをします。
日時　12月8日～10日　13:30～
15:30　全 3 回
場所　岐阜各務野高校（鵜沼各
務原町 8）
内容　

△

ワープロソフト「ワー
ド」の基本操作とインターネッ
ト操作方法

△

写真などを取り込
みオリジナル年賀状を作成
対象　市内在住の 65 歳以上の方
定員　20 人 ( 抽選 )
費用　500 円 ( 保険料 )
申込と詳細　往復はがきに「住
所、氏名、年齢、電話番号」を
明記し、11 月 25 日 ( 必着 ) ま
でに〒 509-0141 鵜沼各務原
町 8-7-2、岐阜各務野高校「パ
ソコン教室」係☎ 058-370-40
01

おじいちゃん・おばあ
ちゃんのパソコン教室

11 月号も旬の話題がいっぱい !!
パソコンからご覧ください。
パソコン用ウェブサイト　http://
www.city.kakamigahara.lg.jp/

●ぴよぴよマガジン（乳幼児をお持ちの方へ）
＊特集「子育て講座でお悩みスッキリ」＊つくってみようほか

●のびのびマガジン（小中学生をお持ちの方へ）
＊特集「吹奏楽リレーコンサート」＊学校自慢「尾崎小学校」ほか

●きらきらマガジン（障がいを持った方へ）
＊特集「体操でカゼを予防しよう」＊キラリさん「五島弘子さん」ほか

●いきいきマガジン（高齢者の方へ）
＊特集「歴史的建造物を見に行こう」＊自慢の一品「杉原広子さん」ほか

ご覧ください !
ウェブマガジン

　市医師会では、小児生活習慣
病予防対策事業の一環として、
健康講話を開催します。
日時　11月 24 日（火）14:00 ～
15:00
場所　産業文化センター 7 階
大会議室 ( 那加桜町 2)
内容　「子どもたちの健康と運
動」加藤義弘・医学博士
対象　市内小中学校および養護
学校の保護者の方
定員　70 人 ( 申込順 )
申込　11 月 11 日までにお子
さんの在籍する小中養護学校へ
詳細　学校教育課☎ 058-383-
1118

小児生活習慣病予防
「健康講話」

精神保健福祉
ボランティア養成講座

　精神保健福祉ボランティアに
ついて理解を深める講座を開催
します。講義やボランティア体
験により、精神保健福祉につい
ての知識が深められます。
日時　11 月 19 日（木）、12 月
10 日（木）、12 月 22 日（火）、
1 月 14 日（木）、１月 28 日（木）、
いずれも13:30～15:30（全5回）
場所　地域活動支援センターふ
なぶせ（岐阜市日野東 4）、
定員　30 人（申込順）
備考　平成 22 年 2 月中に、ボ
ランティア体験を実施予定
申込と詳細　地域活動支援セン
ターふなぶせ☎ 058-245-81
68

��� 広報かかみがはら 2009.��.�



　　　
カ
ル
チ
ャ
ー
か
か
み
が
は
ら
●

少年自然の家
058-370-5280

● 11 月のプラネタリウム
日時／ 11 月 8 日（日）　10:00
～11:00、28 日（土）18:30～
19:30
内容／季節の星座と星座物語、
宇宙の広がり
費用／ 1 人 100 円
備考／途中入場ができません

●天体観察会
日時／ 11 月 28 日（土）　19:30 ～ 20:30　
内容／月や木星、秋の星座の観察など
備考／天候や参加人数の関係で早めに終了する場合
があります

●文化協会自主事業 
「粥川愛 ピアノリサイタル」
　市文化協会では、現在、文
化庁新進芸術家海外研修生と
してワルシャワ音楽大学に留
学中の粥川愛さんをお招きし、
ピアノリサイタルを開催しま
す。入場料は無料です。ぜひ、
お越しください
日時／ 11 月 13 日 ( 金 )　　 
19:00 開演（18:30 開場）
場所／かとれあホール（鵜沼三ツ池町 6、岐阜車体
工業株式会社内）
出演／粥川愛（ピアノ）
曲目／幻想曲とフーガ イ短調 作品 904（バッハ）、
ピアノソナタ イ長調 作品 331（モーツァルト）ほか
定員／ 120 人
整理券／観光文化課で配付中（電話予約も可）
詳細／市文化協会事務局（観光文化課内）☎ 058-
383-1042

●中部学院大学 
オペレッタ＆マリンバアンサンブル
　子ども学部の学生 40 人が、グリム童話から「く
つやと小びと」のオペレッタを披露するほか、合唱
やマリンバアンサンブルも披露し、皆さんをファン
タジーの世界へご招待します。
日時／ 11 月 18 日（水）　18:30～20:30
場所／市民会館（蘇原中央町 2）
整理券／中部学院大学各務原キャンパス、同大学関
キャンパス、市民会館、ライフデザインセンターで
配付
備考／名鉄三柿野駅、JR 蘇原駅から無料バス運行
詳細／中部学院大学各務原キャンパス☎ 058-375-
3600

●「琴和会」第 2 回大正琴音楽会
11 月 18 日（水）13:00 ～　文化ホール
詳細／琴和会・酒井☎ 058-382-3373

●第 39 回各務原市民吹奏楽団定期演奏会
11 月 22 日（日）　14:00～　市民会館
費用／一般（中学生以上）800 円、小学生以下無
料※未就園児の入場はご遠慮ください
詳細／各務原市民吹奏楽団・三田☎ 058-383-5948

●ダンシングキッズピーターパン＆セレ
クション「生きる」～その手を離さない～
11 月 22 日（日）　14:00～　文化ホール
詳細／ダンシングキッズピーターパン＆セレクショ
ン・篠田☎ 058-241-2320

音楽の街　各務原

● COCOROで歌う♪ゴスペル
　通常、東ライフデザインセンター青年館の平日夜
の講座は年齢制限がありますが、この日は特別公開
講座！元気なハートがあれば誰でも参加できます。
日時／ 11 月 24 日（火）、12 月 1 日（火）、8 日（火）、 
10 日（木）いずれも 19:00～21:00
内容／映画「天使にラブソングを 2」の劇中歌とし
て有名な Oh Happy Day を歌います
講師／吉田恵美さん（ピアノ伴奏小田由江さん）
定員／ 20 人
対象／全日程参加できる方
費用／ 1200 円
持参品／飲み物、筆記用具
備考／講座終了後、あさひ子ども館のクリスマス会

（12 月 13 日）オープニングで発表予定
申込と詳細／ 11 月 5 日の 18:00 ～受け付けます
ので費用を持参して東ライフデザインセンター☎
058-384-0507

●被爆ピアノコンサート in 各務原
11 月 23 日（月・祝）　13:00～　文化ホール
費用／全席自由　前売 2000 円、当日 2500 円
詳細／たんぽぽ音楽事務所☎ 058-327-3836

●粥川なつ紀with各務野吹奏楽アカデミー
　Natsuki KAYUKAWA Special LIVE!!
11 月 29 日（日）　14:00～　市民会館
費用／全席自由　高校生以上 2000 円、中学生以
下 1000 円※未就学児童の入場はご遠慮ください
詳細／市民会館☎ 058-389-1818

所在地／鵜沼小伊木町 4-213
休業日／月曜日（祝日の場合は翌日も）祝日
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西ライフデザインセンター
058-383-1121

●秋の短期講座
◆森の四季を楽しむ　自然遺産の森－秋－

　秋の森を探訪し、自然を楽しむ、ふる里再発見の
体験講座です。講師のお話を聞きながら自然遺産の
森を散策しましょう。

日時／11 月 21 日（土）　9:30～12:00 ※雨天など
の場合は 11月 28日（土）
場所／各務野自然遺産の森（現地集合）
定員／ 20 人（申込順）
費用／ 400 円（保険料含む）

●年末短期講座
◆干支の絵馬作りで新年を
　来年の干

え と

支「寅」の絵馬をつくってみませんか。
日時／ 12 月 5 日（土）9:30～11:30
定員／ 20 人
費用／ 1300 円（材料代含む）
◆クリスマスは、ブッシュ・ド・ノエルで
　木をかたどったクリスマスケーキ

「ブッシュ・ド・ノエル」を作ります。
親子で参加してみませんか
日時／12 月 5 日（土）　13:00～
15:00
定員／ 20 組
費用／ 1100 円（材料代含む）
◆手作りゴム印で楽しい年賀状作り
　誰でも簡単にできる消しゴムを
使ったゴム印です。これ 1 つで年
賀状にオリジナル感がＵＰ！
日時／12 月 5 日（土）13:30～
15:30
定員／ 10 人
費用／ 1700 円（材料代含む）
◆そば打ち体験
　今年の年越しはぜひ、手作りそばで！自分で作れ
ばおいしさ倍増です。
日時／ 12 月 12 日（土）　9:30～12:00
定員／ 24 人
費用／ 800 円（材料代含む）
◆手作りリースでクリスマス、新年飾りを
日時／ 12 月 12 日（土）13:30 ～ 15:30
定員／ 20 人
費用／ 1300 円（材料代含む）
◆加藤清美ピアノ＆歌声喫茶コンサート
日時／12 月16 日（水）13:30 ～ 15:00
場所／中部学院大学各務原キャンパス・グローリア
ホール
定員／ 100 人
受講料／ 300 円

東ライフデザインセンター青年館
058-384-0507

●青年館特別体験講座
◆プリザーブドフラワーのお正月飾り講座
　プリザーブドフラワーを和風にアレンジしてお
しゃれなオリジナルお正月飾りを作ります。
日時／ 12 月 2 日（水）18:30 ～ 20:30
定員／ 16 人（申込順）
費用／ 2000 円
持参品／工具ばさみ、ピンセッ
ト、ゴミ袋、持ち帰り用袋
◆クリスマススイーツ講座
　ラズベリーを使ったケーキ「シャルロット・オ・
フランボワーズ」を作ります（4 号サイズ）。
日時／ 12 月 10 日（木）　18:30～21:00
定員／ 16 人（申込順）
費用／ 1500 円（材料費含む）
持参品／エプロン、三角きん、ふきん（2 枚）、筆
記用具
◆初めてのバレエエクササイズ講座
　バレエの基本を音楽に合わせながらストレッチ！
日時／12月11日（金）、18日（金）　19:00～20:30

（全 2 回）
定員／ 15 人（申込順）
費用／ 600 円
持参品／運動のできる服装・飲み物・タオル
【共通事項】
場所／東ライフデザインセンター 青年館
対象／市内在住・在勤の 30 歳以下の方
備考／ 21 年度青年館利用未登録の方は、登録料
200 円が必要です
申込／ 11 月 5 日の 18:00～受け付けますので、
費用を持参し東ライフデザインセンター青年館へ

	 所在地／鵜沼朝日町3-163-2
休業日／月曜日、祝日
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●

所在地／那加桜町2、産業文化センター4階
休業日／祝日

【共通事項】
場所／西ライフデザインセンター（「森の四季を楽
しむ」、「加藤清美ピアノ＆歌声喫茶コンサート」を
除く）
対象／一般 (「クリスマスは、ブッシュドノエルで」
小学生以上。ただし小学生は保護者同伴 )
申込／「森の四季を楽しむ」は11 月 7 日の 9:00 ～、
その他の講座については 11 月 14 日の 14:00 ～
受け付けますので (14:00 の時点で定員を超えた場
合は、その場で抽選）費用を持参し、西ライフデザ
インセンターへ
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木曽川学研究協議会
058-383-1348

●美濃市「うだつの上がる町並み」見学
と大矢田神社の紅葉狩り

　「うだつ」とは、屋根の両端を一段高くして火災を
防ぐために作られた防火壁のことで、家屋の装飾を
兼ねてその家の格式を表していました。うだつの上
がる町並みを散策後、中濃の紅葉の名所「大矢田神社」
を訪れ、深まる秋の一日を堪能しませんか。
日時／11月 26日 (木)　9:00～16:00
内容／ ▽町並み見学 ( 徒歩で観光。美濃市ボランテ
ィアガイド付 )＝10:00～ ▽昼食と自由散策 =11:30
～14:00 ▽大矢田神社 (自由見学 )=14:30～15:00
定員／30人 ( 申込順 )
申込開始／11月 9日（月）　8:30 ～

●バスでめぐる木曽川流域遺跡探訪ツアー
犬山・大口・江南の古墳見学会
　尾張北部地域に所在する古墳の現地見学会です。
美濃と尾張の古墳研究の第一人者である伊藤秋男・
南山大学名誉教授のお話をうかがいながら、古代の
濃尾平野に力をふるった豪族たちの姿をしのびます。
ぜひご参加ください。
日時／12月 3日 (木)　9:30～16:30
内容／ ▽犬山市青塚古墳、大口町歴史民俗資料館＝
10:15～12:00 ▽昼食 ▽大口町神福神社古墳、江南
市二子山古墳、江南市富士塚古墳＝ 13:15～15:15
定員／20人 ( 申込順 )
申込開始／11月 16日（月）　8:30 ～

所在地／那加桜町2、産業文化センター6階
休業日／土曜日、日曜日、祝日

所在地／県美術館（岐阜市宇佐4-1-22）
休業日／月曜日 (月曜日が祝日の場合は翌平日 )

年末年始 (12月 27日～ 1月 4日）

県美術館
058-271-1313

●企画展「ARTのメリーゴーランド」
　岐阜県ゆかりの
アーティストを紹介
する展覧会シリーズ
「クロスアート」の第
２弾として、今話題
の 7名の作家をご紹
介します。見ること
の面白さや、観覧者
も一体となって作品
を体感する楽しさを
教えてくれる展覧会
です。市内在住の洋画家・奥村晃史さんの作品も展
示されますので、ぜひご来館ください。
期間／11月 10 日～平成 22 年 1月 24 日　（休館
日にご注意ください）
出品作家／吉本作次 、傍島幹司  、村瀬恭子、長谷
川喜久 、大巻伸嗣 、奥村晃史  、神戸智行
費用／一般＝当日 800円・前売 600円、大学生＝
当日 600円・前売 400円、高校生以下＝無料

【共通事項】
集合・解散／中央図書館北側
費用／1500円 ( 昼食代含む )
対象／中学生以上
備考／ ▽歩きやすい靴で参加 ▽目的地へはバス移動
申込／各受付日～、費用を持参して直接、木曽川学研
究協議会事務局へ。電話申し込みは受け付けません

そ
の
他
施
設
一
覧

●中央図書館／〒 504-0911 那加門前町 3-1-3（市民公園内）　11月 2、9、10、13、16、24、25、30 日
　　　1・2・4階＝図書館本館☎ 058-383-1122、3階＝埋蔵文化財調査センター☎ 058-383-1123
●もりの本やさん☎ 058-370-7175／鵜沼字石山（日本ラインうぬまの森内 )／中央図書館に同じ休業
●中央ライフデザインセンター図書室☎ 058-389-1820 ／蘇原中央町 2-1-8 ／中央図書館に同じ休業
●川島ほんの家 (川島会館内 ) ☎ 0586-89-2811 ／川島松倉町 1951-4／中央図書館に同じ休業
●歴史民俗資料館☎ 058-379-5055 ／鵜沼西町 1-116-3 ／月曜日、祝日の翌日休業
●かかみがはら航空宇宙科学博物館☎058-386-8500／下切町５／火曜日休業
●アクア・トト ぎふ☎ 0586-89-8200 ／川島笠田町 1453／無休（臨時休館の場合あり）
●河川環境楽園自然発見館☎0586-89-7022 ／川島笠田町／第 2月曜日（臨時休館の場合あり）
●オアシスパーク／☎0586-89-6766 ／川島笠田町 1564-1／無休（臨時休館の場合あり）
●内藤記念くすり博物館☎0586-89-2101 ／川島竹早町 1／月曜日

▲奥村晃史「地上の食卓」 2009年
　画布に油彩151×139ｃｍ
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所在地・休業日／右ページに掲載

中央図書館
058-383-1122

●市民読書研究会
　読書の秋、中央図書館では、読書サークル協議会
と共催で市民読書研究会を開催します。参加費無料、
申込み不要です。
期日／ 11 月 27 日 (金)
場所／中央図書館 4 階第 2・3 研修室
内容／ ▽読書会 (10:00～12:00)= テーマブック「楢
山節考」深沢七郎著・新潮社 ▽文学講話 (13:00 ～
15:00)=「渡辺淳一の歩みと作品」河田迪也・元中
学校長
対象／一般
定員／ 40 人
備考／読書会は事前にテーマブックを読んでからご
参加いただくと、より楽しめます　　

●パソコン講習会　
動画加工プレミアエレメンツ①
　ウィンドウズ･ムービーメーカーとプレミアエレ
メンツ 4 のソフトを使用し、デジタル写真・ビデオ
を編集して動画のアルバムを作ります。
日 時 ／ 12 月 1 日・8 日・15
日・22 日、いずれも火曜日　
13:30～16:30
費用／ 3000 円
定員／ 20 人 ( 抽選）
対象／市内在住、在勤、在学
の方で初心者以上の方
場所／中央図書館 4 階　教育工学室
備考／ OS は、ウィンドウズビスタ
申込／11 月 15 日( 必着 ) までに「講習会名、郵便
番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号」を明記し ▽
メールの方はmedia-kousyu@city.kakamigahar
a.gifu.jp（返信用メールアドレスと受講する講座名
を明記） ▽往復はがきの方は、中央図書館「4 階パソコ
ン講習会」係（返信用にあて先を明記）☎ 058-383-1
124

● 3 階展示ホール催し物
◆第 26 回　油絵小品展　蒼

そ う が か い

芽会
期間／ 11 月 17 日～ 22 日　9:00～17:00
( ただし、17 日は 13:00～、22日は 16:00 まで）
詳細／松尾☎ 058-371-1458

◆ 3 階展示ホールを貸し出しています

　使用したい方は 3 カ月以内～使用開始日の 14 日
前に、使用料金を持参して中央図書館 4 階事務室へ

（休館日の場合は翌日）
備考／営利目的や宗教活動など、使用の制限があり
ます。詳細はお問い合わせください

各務野自然遺産の森
058-385-2773

	 所在地／各務字車洞 6797-1
休業日／なし

●12 月の「親と子の自然体験塾」講座
　自然体験塾は毎月、木曽川流域の植物・野鳥・郷
土史などをテーマに、四季折々の季節にちなんだ講
座を開講しています。 
◆ 6 日（日）各務野・自然観察ウオーク（8）初冬
の里山の生き物を見よう
持参品／筆記用具、虫めがね
費用／保険料 50 円
◆ 13 日（日）昔ながらの「餅つき大会」
　自然体験塾のカマドを使ってもち米を蒸し、おも
ちをつきます。勉強机用の鏡もちを作ってください。
持参品／エプロン・タオル・お茶
費用／材料費 200 円
◆ 20 日（日）飛騨のお正月の風物詩「花餅」
　紅白緑のもちと小枝
を使って、お正月を飾
る「花餅」を作りませ
んか
持参品／エプロン・タ
オル・お茶
費用／材料費 300 円
◆ 27 日（日）「門松」を作ってお正月
　森のかんばつ材（竹・木）を利用してミニ門松を
作り、お正月を迎えましょう！
持参品／筆記用具・軍手
費用／材料費・保険料 300 円

【共通事項】
時間／ 10:00～12:00
定員／ 100 人 (13 日は 40 人、20 日は 30 人）（申
込順）
対象／小学生の親子・大人（13 日は小学生の親子
のみ）
費用／ 1 講座 1 人受講料 300 円。講座によっては
保険料なども必要（上記のとおり）。
申込／ 11 月 1 日～ 15 日
①往復はがき =「開講日と講座名、参加者の住所、
氏名（ふりがな）、性別、年齢、電話番号」と、返
信用にあて先を明記し、〒 504-8555 那加桜町
1-69、ライフデザイン課へ
②メール =｢ 開講日と講座名、参加者の住所、氏名

（ふりがな）、性別、年齢、電話番号、返信用メール
アドレス」を明記し、syogaigaku@city.kaka
migahara.gifu.jp へ
③市ウェブサイト http://www.city.kakamigah
ara.lg.jp/shizen.html から
詳細／ライフデザイン課☎ 058-383-1210
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み
ん
な
の
広
場
●

　

市
内
の
小
中
学
生
が
ア
イ

デ
ア
を
競
う
「
発
明
く
ふ
う

展
」
が
9
月
12
・
13
日
に
開
催

さ
れ
、発
明
考
案
最
優
秀
の
県

知
事
賞
は
「
ら
く
ら
く
！
も
の

ほ
し
機
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

1
人
で
留
守
番
を
し
て
い
た

夏
休
み
の
あ
る
日
、
空
が
急

に
暗
く
な
り
大
粒
の
雨
が
降
っ

て
き
ま
し
た
。
洗
濯
物
が
干
し

て
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
、
急

い
で
外
に
出
ま
し
た
。
ず
ぶ
ぬ

れ
に
な
る
前
に
取
り
込
も
う
と

し
た
の
で
、
ハ
ン
ガ
ー
を
さ
お

か
ら
外
す
の
が
と
て
も
大
変
で

し
た
。
何
か
良
い
方
法
が
あ
れ

ば
い
い
の
に
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。

　

こ
の
「
ら
く
ら
く
！
も
の
ほ

し
機
」
の
使
い
方
は
、
物
干
し

さ
お
に
通
し
て
あ
る
フ
ッ
ク
の

つ
い
た
リ
ン
グ
に
ハ
ン
ガ
ー
を

か
け
ま
す
。
そ
し
て
、
も
う
片

方
の
2
本
の
ひ
も
の
う
ち
、
手

前
の
ひ
も
を
下
に
ひ
っ
ぱ
る

と
、
洗
濯
物
が
物
干
し
ざ
お
全

体
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
き
ま
す
。

洗
濯
物
を
取
り
込
む
と
き
は
、

奥
の
ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
と
、
洗

濯
物
が
片
側
に
集
ま
っ
て
く
る

の
で
、
一
度
に
取
り
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

私
は
低
学
年
の
こ
ろ
か
ら
、

夏
休
み
の
数
日
を
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
家
で
過
ご
し
、
一
緒
に

発
明
工
夫
作
品
を
作
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
物
干
し
さ
お

も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
に

あ
っ
た
さ
お
を
切
っ
て
使
い
ま

し
た
。
機
械
で
穴
を
開
け
た

り
、
け
ず
っ
た
り
木
を
切
っ
て

作
り
ま
し
た
。
ハ
ン
ガ
ー
に
物

を
か
け
た
ら
動
き
が
悪
く
な
っ

た
の
で
、
困
っ
て
い
た
ら
お
じ

い
ち
ゃ
ん
が
「
糸
が
あ
た
る
と

こ
ろ
を
丸
く
け
ず
っ
た
ら
ど
う

だ
ろ
う
」
と
教
え
て
く
れ
た
の

で
や
す
り
で
け
ず
っ
て
み
ま
し

●
さ
く
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）７
６
１
３

総
合
福
祉
会
館
２
階
（
那
加
桜

町
２
） 

木
・
祝
日
休

●
あ
さ
ひ
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
０
）
０
５
０
０

鵜
沼
朝
日
町
３　

月
・
祝
日
休

●
う
ぬ
ま
東
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
９
）
１
１
７
７

鵜
沼
東
町
６　

木
・
祝
日
休

●
そ
は
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）
５
２
８
５

蘇
原
野
口
町
１　

月
・
祝
日
休

●
か
わ
し
ま
子
ど
も
館

☎
０
５
８
６（
８
９
）２
６
３
４

川
島
松
原
町
４
０
５
の
５

土
・
日
・
祝
日
休
館

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

発明くふう展

らくらく ! ものほし機

11
月
の
お
楽
し
み
行
事

時
間　

表
記
な
し
は
11
時
～

【
全
館
共
通
】
18
日（
水
）＝
誕
生

会(

10
・
11
月
生
ま
れ)

【
さ
く
ら
】
▽
2
日（
月
）＝
つ
く

っ
て
あ
そ
ぼ
う
「
ぱ
く
ぱ
く 

ボ

ー
ド
」
▽
10
日（
火
）＝
ジ
ー
ジ
ー

中
村
お
も
ち
ゃ
で
あ
そ
ぼ
う
▽
25

日（
水
）＝
救
急
法
を
学
ぼ
う

【
あ
さ
ひ
】
▽
11
日（
水
）＝
お
そ

と
で
あ
そ
ぼ
う
▽
18
日（
水
）＝
ジ

オ
ジ
オ
絵
本
タ
イ
ム
14
時
～
▽
25

日（
水
）＝
人
形
劇
「
お
お
き
な
お

お
き
な
お
い
も
」

【
う
ぬ
ま
東
】
▽
4
日（
水
）＝
ジ

ー
ジ
ー
中
村
お
も
ち
ゃ
で
あ
そ
ぼ

う
▽
8
日（
日
）＝
お
と
う
さ
ん
も

あ
そ
ぼ
う
▽
11
日(

水)=

つ
く

っ
て
あ
そ
ぼ
う
「
ぽ
こ
ぽ
こ
マ
ラ

カ
ス
」
▽
24
日（
火
）＝
ペ
ー
プ
サ

ー
ト「
ノ
ン
タ
ン
も
ぐ
も
ぐ
も
ぐ
」

【
そ
は
ら
】
▽
6
日
（
金
）＝
大
型

紙
芝
居
「
い
ち
に
の
さ
ん
ぽ
▽

12
日（
木
）＝
ジ
ー
ジ
ー
中
村
お

も
ち
ゃ
で
あ
そ
ぼ
う
▽
17
日

（
火
）＝
子
ど
も
劇
場
さ
ん
と
あ

そ
ぼ
う
▽
26
日

（
木
）＝
ア
ン
パ
ン
マ

ン
お
じ
さ
ん
の
手
品

【
か
わ
し
ま
】 

▽
6
日

（
金
）＝
消
防
車
・
救

急
車
を
み
よ
う
▽
10

日（
火
）＝
大
型
紙
芝

居「
ぎ
っ
た
ん
ば
っ
こ
ん
」▽
24

日（
火
）＝
子
ど
も
劇
場
さ
ん
と

あ
そ
ぼ
う
▽
5
・
12
・
19
・
26
日

（
木
）＝
ち
ゃ
ま
ち
ゃ
ま
絵
本
タ

イ
ム

か
わ
し
ま
子
ど
も
館
秋
ま
つ
り

日
時　

11
月
29
日(

日)　

10
時

30
分
～
12
時

内
容　

手
作
り
絵
本
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
箱
の
乗
り
物
、
的
あ
て
、

風
船
あ
そ
び
な
ど
。
ア
ン
パ
ン

マ
ン
も
く
る
よ
。

た
。
す
る
と
糸
の
動
き
が
な
め

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
作
品
は
、
私

が
小
さ
い
と
き
に
大
切
に
し

て
い
た
人
形
の
ふ
く
を
か
け
る

の
に
ぴ
っ
た
り
の
大
き
さ
で
し

た
。
私
に
と
っ
て
発
明
工
夫
作

品
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
夏
休

み
の
大
切
な
思
い
出
の
ひ
と
つ

で
す
。
今
ま
で
作
っ
た
作
品
は

宝
物
と
し
て
今
で
も
家
に
か

ざ
っ
て
あ
り
ま
す
。

文
・
陵
南
小
学
校
６
年　

夜
陣

綾
香
さ
ん

らくらく！ものほし機
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み
ん
な
の
広
場
●

絵手紙・たんぽぽの会

　

私
た
ち「
絵
手
紙
た
ん
ぽ
ぽ

の
会
」
は
、
市
の
生
涯
学
習
の

絵
手
紙
講
座
終
了
後
に
立
ち
上

げ
て
、
２
年
半
に
な
り
ま
す
。

　
「
下
手
で
い
い
」「
下
手
が
い

い
」と
始
め
た
絵
手
紙
で
す
が
、

仲
の
よ
い
サ
ー
ク
ル
仲
間
と
学

ぶ
と
き
は
、
優
し
く
心
の
広
い

先
生
の
も
と
、
つ
か
の
間
の
し

あ
わ
せ
を
感
じ
ま
す
。

　

時
に
は
屋
外
に
出
て
、
は
が

き
に
写
生
を
し
た
り
、
仲
間
と

絵
手
紙
展
を
見
に
出
か
け
た
り

も
し
ま
す
。

　

ま
た
、
年
に
１
度
10
月
に
行

わ
れ
る
市
の
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク

ル
発
表
会
に
展
示
も
し
て
い
ま

す
。
出
展
作
品
の
作
製
は
も
ち

ろ
ん
、
展
示
方
法
を
皆
で
考
え

る
の
も
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

毎
回
い
ろ
い
ろ
な
技
法
を
教
え

て
い
た
だ
い
て
、
サ
ー
ク
ル
の

活
動
日
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

　

絵
や
文
字
を
描
く
事
が
苦
手

な
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。
た
ん

ぽ
ぽ
の
綿
毛
の
よ
う
に
暖
か
な

心
を
伝
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
方
、
気
軽
に
の
ぞ

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

活
動
日
程　

▽
第
２
土
曜
日=

総
合
福
祉
会
館
３
階
第
二
会
議

室
（
那
加
桜
町
2
）

▽
第
４
月
曜
日=

岐
阜
銀
行

各
務
原
支
店
２
階
（
那
加
住
吉

町
）　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～

３
時

会
費　

月
１
２
０
０
円

詳
細　

長
岡
☎
０
５
８
（
３
８

３)

７
４
９
８

●
グ
ル
ー
プ
紹
介
し
ま
せ
ん
か

　

掲
載
希
望
団
体
を
募
集
中
。

対
象　

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
課
な

ど
の
認
定
団
体
で
、過
去
２
年
以

内
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
団
体

詳
細　

秘
書
広
報
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）１
１
１
１
内
線
２
１

５
２

奨
励
賞
が
2
人
だ
。

　

そ
の
う
ち
の
一
人
、　

丹
羽

未
紗
さ
ん
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で

の
出
場
。
明
る
い
笑
顔
が
印
象

的
な
高
校
3
年
生
だ
。

　

中
学
1
年
の
と
き
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
を
見
て
、
そ
の
音
と
形
に

一
目
ぼ
れ
。
中
2
年
の
時
出
場

し
た
コ
ン
ク
ー
ル
の
評
価
が
思

わ
し
く
な
く
、
猛
レ
ッ
ス
ン
。

翌
年
は
見
事
県
大
会
で
金
賞

を
受
賞
し
た
。「
あ
の
時
、
自

分
の
演
奏
が
変
わ
り
ま
し
た
。

苦
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、

友
達
の
言
葉
が
励
み
に
な
っ
て

続
け
ら
れ
ま
し
た
」
と
語
る
。

そ
の
言
葉
と
は
「
あ
な
た
の
演

奏
は
人
を
魅
了
す
る
」。
そ
れ

以
来
、
ど
れ
だ
け
聴
衆
を
魅
了

で
き
る
か
、
を
念
頭
に
演
奏
。

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
「
奨
励

賞
を
と
れ
て
う
れ
し
い
。
次
は

も
っ
と
上
を
目
指
し
ま
す
」
と

力
強
い
。　
　
　
　
　
　
　

　

も
う
一
人
は
ピ
ア
ノ
で
出
場

の
中
学
3
年
生
、
宮
本
歩
さ
ん
。

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
「
地
元

の
舞
台
は
知
っ
て
い
る
人
も
多

く
て
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

音
楽
を
発
表
す
る
場
が
与
え
ら

れ
て
と
て
も
う
れ
し
い
」
。
演

奏
時
に
心
が
け
て
い
る
の
は
、

自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
い
か
に
聴

衆
と
共
有
で
き
る
か
。
演
奏
前

は
、
譜
面
だ
け
で
な
く
、
作
曲

家
の
出
身
地
、
曲
が
作
ら
れ
た

時
代
背
景
な
ど
か
ら
イ
メ
ー
ジ

す
る
。
そ
れ
を
よ
り
明
確
に
す

る
た
め
、
絵
や
文
章
に
し
て
何

度
も
弾
き
込
む
。
悩
む
こ
と
も

あ
る
が
、
「
迷
っ
た
と
き
は
、

今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
考
え
方

が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
。
そ
の
た

め
に
も
っ
と
技
術
を
高
め
て
演

奏
に
広
が
り
を
も
た
せ
た
い
」

と
、
週
に
1
度
東
京
で
専
門
的

な
指
導
を
受
け
て
い
る
。

　

将
来
、
二
人
の
演
奏
家
は
、

美
し
い
音
色
で
大
い
に
自
己
表

現
を
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

「
各
務
原
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」で
奨
励
賞
に
選
ば
れ
た

丹
羽
未
紗
さ
ん
／
宮
本
歩
さ
ん

　

今
年
度
初
め
て
開
催
さ
れ
た

「
各
務
原
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」。

県
内
の
演
奏
者
を
、
広
く
紹
介

す
る
総
合
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
だ
。
予
備
審
査

を
通
過
し
た
31
人
の
演
奏
家
が

音
楽
性
や
技
術
を
競
い
あ
い
、

レ
ベ
ル
の
高
い
コ
ン
ク
ー
ル
と

な
っ
た
。
市
内
の
受
賞
者
は
、

宮本歩さん

丹羽未紗さん

��� 広報かかみがはら 200�.��.�



木
曽
川
学
入
門
●

交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
笠
松

　

笠
松
湊
は
羽
島
郡
笠
松
町
港

町
に
あ
っ
た
川
湊
で
す
。
現
在

は
、
整
備
さ
れ
て
笠
松
み
な
と

公
園
に
な
り
、
川
灯
台
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
笠
松
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
、
徳
川
幕
府
直
轄
領

と
な
り
、
寛
文
２
年
（
１
６
６
２
）
に
郡
代
（
代
官
）

の
役
所（
陣
屋
）が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
笠
松
に
郡
代
陣

屋
が
置
か
れ
た
要
因
の
一
つ
は
、
木
曽
川
の
治
水
や
木

曽
山
で
伐
採
さ
れ
た
木
曽
材
の
管
理
で
し
た
。

　

笠
松
は
名
古
屋
街
道
も
通
り
、
美
濃
や
尾
張
・
伊
勢

を
結
ぶ
交
通
の
要
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
物
資
の
流
通

に
は
大
切
な
役
割
を
に
な
っ
た
の
が
木
曽
川
で
し
た
。

　

上
流
や
下
流
か
ら
運
ば
れ
た
物
資
は
、
湊
か
ら
大
八

車
で
商
人
の
蔵
ま
で
荷
揚
げ
さ
れ
、
各
地
に
運
ば
れ
ま

し
た
。
そ
の
大
八
車
が
道
に
食
い
込
ま
な
い
よ
う
に
、

大
き
な
石
を
敷
い
て
地
面
を
固
く
し
た
石
畳（
岐
阜
県

重
要
文
化
財
）は
、
今
も
笠
松
み
な
と
公
園
に
現
存
し
、

往
時
を
し
の
ば
せ
て
い
ま
す
。

繁
栄
の
も
と
と
な
っ
た
寺

　

笠
松
は
水
運
の
川
湊
と
し
て
木
曽
川
筋
で
い
ち
ば
ん

に
ぎ
わ
い
、
城
下
町
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
商
人
の
町

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

そ
の
も
と
と
な
っ
た
の
が
現
在
も
ひ
っ
そ
り
と
た
た

ず
む
誓
願
寺
。
誓
願
寺
は
湊
の
石
畳
を
通
り
、
川
通
り

か
ら
坂
道
を
下
り
、
本
町
と

港
町
の
四
つ
辻
か
ら
江
戸
時

代
に
通
行
人
を
調
べ
た
関
所

の
木
戸
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、

少
し
川
下
へ
10
ｍ
ほ
ど
進
ん

だ
柳
原
町
地
内
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
無
住
で
閑
散
と
し
た
寺
の
石
柱
に
は
「
美
濃

新
四
国
第
十
一
番
」と
書
か
れ「
誓
願
寺
に
毎
月
14
日

に
は
灸
が
あ
り
、
門
前
に
は
灸
の
待
ち
人
が
列
を
つ

く
り
、
た
い
そ
う
な
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
そ
こ
で
商

人
た
ち
は
、
待
ち
人
を
相
手
に
露
天
で
商
い
を
し
た

こ
と
か
ら
商
家
が
増
え
て
い
っ
た
」と
の
言
い
伝
え
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
今
で
も
灸
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

誓
願
寺
の
歴
史

　

誓
願
寺
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
兵
火
で
焼
失
し
、

丈
１
尺
５
寸（
約
45
㎝
）の
本
尊
の
み
が
残
り
、
廃
寺

と
な
っ
て
い
た
の
を
、
明
治
12
年
笠
松
町
西
町
に
あ
っ

た
天
台
宗
の
尼
寺
梅ば

い
く
う
あ
ん

空
庵
が
再
興
。
梅
空
庵
と
称
し

同
年
12
月
６
日
付
で
岐
阜
県
の
許
可
を
得
ま
し
た
。

　

こ
の
梅
空
庵
も
、
明
治
24
年
に
濃
尾
大
震
災
で
焼

失
し
ま
し
た
が
、
翌
明
治
25
年
柳
原
町
に
宅
地
６
畝

余（
約
５
９
５
㎡
）を
買
い
求
め
、五
間
四
面（
約
９
㎡
）

の
本
堂
を
再
建
し
、二
世
の
誠
然
、三
世
の
博
立
が
次

い
で
住
を
職
し
ま
し
た
。し
か
し
三
世
の
没
後
は
無
住

と
な
り
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。誓
願
寺
に
は
千
体
仏

も
現
存
し
、当
時
の
崇
拝
者
の
多
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

文
・
笠
松
町
歴
史
民
俗
資
料
館

笠
松
湊み

な

と

か

い

わ

い

界
隈（
笠
松
町
）

■
表
紙
の
説
明

　

今
号
の
表
紙
は
、「
加
佐
美
神
社
参
道
」

で
す
。
蘇
原
古
市
場
町
に
あ
る
加
佐
美

神
社
。
そ
の
御
例
祭
で
奉
納
す
る｢

喧け
ん

嘩か

み

こ

し

神
輿
」
は
約
２
０
０
年
前
の
江
戸
時

代
か
ら
続
く
伝
統
行
事
で
す
。
一
時
途

絶
え
て
い
た
喧
嘩
神
輿
で
す
が
平
成
5

年
に
模
範
演
技
と
し
て
蘇
原
六
軒
地
区

が
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
に
行
わ
れ
た
奉
納
で
は
、

最
上
部
に
金
色
と
銀
色
の
鳳ほ

う
お
う凰

を
載
せ
、

矢
羽
根
で
飾
ら
れ
た
豪
華
な
二
基
の
神

輿
が
、
勇
ま
し
い
担
ぎ
手
た
ち
と
と
も

に
参
道
を
ね
り
歩
き
ま
し
た
。
熱
気
あ

ふ
れ
る
勇
壮
な
神
輿
奉
納
は
、
地
域
の

方
た
ち
の
力
に
よ
っ
て
、
後
世
へ
と
受

け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

詳
細　

歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
５
８（
３

７
９
）
５
０
５
５

岐阜県重要文化財の石畳

笠松湊の川灯台
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  吹奏楽リレーコンサート

                          　　村国座子供歌舞伎

　M.M.C ストリートダンスエアー 2009

　　　　　　　  クラブ・サークル発表会 

響け、繋がれ、ぼくらのメロディー
　中学校の吹奏学部の活動がとても活発な各務原市。
レベルも高く、その優れた演奏をたくさんの皆さん
に聴いてもらいたいと、今年度から各学校の吹奏学
部が順番に、市内の公共施設などでミニコンサート
を開催しています。
　10 月には那加中吹奏学部が、川島笠田町のオアシ
スパークで演奏を披露。秋の澄み切った空に響きわ
たる管弦打楽器のハーモニーは、レジャーに訪れた
皆さんを引き寄せ、観客と演奏者に素敵なひととき
を与えていました。　　　　　　　　　（10 月 18 日）

大修理後、初の上演！
　今年の 1 月に修復工事が完了した国重要有形民俗
文化財村国座で、地元の子どもたちが、子供歌舞伎
4 題と新舞踊の 14 曲を披露しました。
　毎年秋の村国神社祭礼に奉納される子供歌舞伎は
今回、修理後初の奉納。きらびやかな衣装と化粧を
施された子どもたちは「絵本太功記十段目」など、
たくさんの観客を前に、りゅうちょうな言い回しで、
情感たっぷりに演じました。その堂々たる姿に、観
客席からはたくさんの拍手やおひねりが飛び交って
いました。　　　　　　　　　　（10 月 10 日・11 日）

はじける !! ストリート系ダンス
　ダンスイベント「M.M.C ストリートダンスエアー」
が市民公園で開催されました。
　今年で 5 回目を迎え、市内外から 2 日間で 100 以
上のグループが出演。おそろいのストリートファッ
ションに身を包んだ子どもや若者が、巨大な特設ス
テージでの躍動感あふれるパフォーマンスに観客か
らは大歓声が。そのほかゲストダンサーによる無料
ダンスレッスンや、ボディペイント、古着やアクセ
サリーなどのショップも立ち並び、あらゆる年代の
方が楽しんだイベントでした。　（10 月 10 日・11 日）

日ごろの活動の成果を発表
　10 ～ 11 月に、各ライフデザインセンターで、市内
で活動するクラブ・サークルの発表会がありました。
　西ライフデザインセンターでは、歌や詩吟、マジ
ックなど、約 100 団体によるステージ発表や、絵画・
写真・華道など作品展示コーナーがあり、すばらし
い演技や作品に来場者は目をうばわれていました。
　写真は「男の茶の湯」サークルによるお茶席の様子。
初めは緊張気味のお客さんも、サークルの方たちの
見事なお点前や、凝った演出、素敵なお話で、和や
かにお茶を楽しんでいました。　　　　(10 月 17 日）
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広
報
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務
原　

平
成
21
年
11
月
1
日
号
（
第
１
１
１
６
号
）

大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

民ギャラリー市
絵手紙「花をテーマに」
織田公子さん・尾崎南町

絵手紙を描くようになって
日常のちょっとした出来事や

小さな生命に自然と意識が向いていきます。
今まで見えていなかった世界を
絵手紙は私に教えてくれました。

市人口 /149,741人〔男 74,078人 女 75,663人〕世帯数 /55,000世帯　（平成21年 10月 1日現在）

編集発行●各務原市役所都市戦略部秘書広報課　住所●504-8555岐阜県各務原市那加桜町１の69　
電話●058-383-1111（代）　携帯ウェブサイト● http://mobile.city.kakamigahara.gifu.jp
ウェブサイト● http://www.city.kakamigahara.lg.jp

管理された森林の木材
を用いた FSC 認証紙に
印刷しています。

市役所全組織で
ISO9001、14001
認証同時取得

※新型インフルエンザ流行中 !　感染拡大を防ぐため、受診前に医療機関に電話相談し、マスクを着用して受診しましょう。

いつも元気な遥斗。しっかりものの優奈。
お世話好き紗奈。これからも 3人仲良く
ね !（お父さんの敏久さん、お母さんの
夕紀さん・鵜沼西町 1）

好奇心旺盛で毎日が発見の連続だね ! 明
るく優しい男の子に育ってね（お父さん
の一也さん、お母さんの真由美さん・鵜
沼東町 1）

和田　遥
は る と

斗くん  （Ｈ 15．3．22 生）

　　　　優
ゆ う な

奈ちゃん（Ｈ 17．．6．．6 生）

　　　　紗
さ や な

奈ちゃん（Ｈ 18．．9．．2 生）
古田　稜

り ょ う ま

馬くん（Ｈ 21．3．15 生）


	091101-01.pdf
	091101-02.pdf
	091101-03.pdf
	091101-04.pdf
	091101-05.pdf
	091101-06.pdf
	091101-07.pdf
	091101-08.pdf
	091101-09.pdf
	091101-10.pdf
	091101-11.pdf
	091101-12.pdf
	091101-13.pdf
	091101-14.pdf
	091101-15.pdf
	091101-16.pdf
	091101-17.pdf
	091101-18.pdf
	091101-19.pdf
	091101-20.pdf
	091101-21.pdf
	091101-22.pdf
	091101-23.pdf
	091101-24.pdf

